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	研究課題名
	


	動物実験計画審査結果

令和　　　年　　月　　日

　□　承認：承認番号　AGUD 　　　　　　　号

　　　　　　（条件等：　　　　　　　　　　　　　）

　□　不承認

愛知学院大学歯学部長　　印　　　




	研究目的


	

	動物実験計画の立案時の検討

（検討した項目全てに○印）
	
	動物実験等の目的とその必要性

	
	
	動物実験等の不要な繰り返しに当たらないかどうか

	
	
	in vitroの実験系および系統発生的に下位の動物種への置き換えが可能かどうか（代替 法の活用）

	
	
	より侵襲の低い動物実験方法への置き換えが可能かどうか

	
	
	使用する実験動物種ならびに遺伝学的および微生物学的品質

	
	
	使用する実験動物の数

	
	
	動物実験実施者および飼養者に対する教育訓練の実績

	
	
	特殊なケージや飼育環境を適用する場合はそれが必要な理由

	
	
	実験処理により発生すると予想される障害や症状および苦痛の程度

	
	
	実験動物にとって堪え難い苦痛が予想される場合の苦痛軽減処置

	
	
	鎮静、鎮痛、麻酔処理

	
	
	大規模な外科的処置の繰り返しに当たらないかどうか

	
	
	術後管理の方法

	
	
	実験動物の最終処分方法（安楽死の方法など）

	
	
	人および環境等に影響を与える可能性のある動物実験等であるかどうか。該当する場合は、必要な措置および手続き等

	
	
	動物実験実施者、飼養者の労働安全衛生に係る事項

	実験動物に対する具体的な実験処置の方法
（動物使用数の
根拠も記入）


	

	動物実験期間
	（承認後）　　　　年　　月　　日〜　　　年　　月　　日

	動物実験計画の種類
	
	１．試験・研究

	
	
	２．学生実習

	
	
	３．その他（　　　　　　　　　　　　）

	実験動物
	種
	

	
	系統
	

	
	性別
	

	
	週齢(又は体重)
	

	
	使用予定匹数
	

	
	微生物学的品質
	

	
	入手先（導入機関名）
	

	
	備考
	

	動物実験の場所
	
	１．末盛施設

	
	
	２．楠元施設

	
	
	

	飼育方法
	
	１．個別飼育

	
	
	２．群飼育（１ケージ　　　　匹収容）

	
	飼料：
飲料：

	動物実験を必要とする理由
	
	１．代替手段がない

	
	
	２．代替手段の感度・精度が不十分である

	
	
	３．その他（理由：　　　　　　　　）

	それぞれの実験処置により予想される動物実験の苦痛の程度（教育訓練実施要項参照）
	
	A. 生物個体を用いない実験あるいは植物，細菌，原虫，又は無脊椎動物を用いた実験（審査対象外）

	
	
	B. 脊椎動物を用いた研究で，動物に対してほとんど，あるいはまったく不快感を与えないと思われる実験操作

	
	
	C.脊椎動物を用いた実験で，動物に対して軽微なストレスあるいは痛み（短時間持続する痛み）を伴う実験

	
	
	D.脊椎動物を用いた実験で，避けることのできない重度のストレスや痛みを伴う実験

	
	
	E.麻酔していない意識のある動物を用いて，動物が耐えることのできる最大の痛み，あるいはそれ以上の痛みを与えるような処置

	実験動物の苦痛軽減方法

（該当項目全てに○印）
	
	１．軽微な苦痛の範囲内なので特に措置を講じない

	
	
	２．短期間の保定・拘束なので特に問題ないと考える

	
	
	３．麻酔薬・鎮痛薬等を使用する（薬剤名：　　　　　　　）

	
	
	４．科学上の目的を損なわない苦痛軽減方法は存在しない

（理由：　　　　　　　　　）

	
	
	５．長期間の保定・拘束が避けられない

（理由：　　　　　　）

	
	
	６．人道的エンドポイントを適用する

（エンドポイントの判定：　　　　　）

	
	
	７．その他（　　　　　　　　　　　　）

	実験動物の処分方法
	
	１．過剰量の麻酔薬の投与

	
	
	２．炭酸ガスの吸入

	
	
	３．頸椎脱臼

	
	
	４．その他（　　　　　　　　）

	実験動物の死体の処分方法
	
	１．動物実験センターに処理を依頼

	
	
	２．その他（　　　　　　　　）

	物理学的、化学的または生物学的危険因子の使用

（該当項目全てに○印）
	
	１．毒物・劇物・向精神薬等を用いる
（種類：　　　　　　　　）

	
	
	２．発がん性物質を用いる
（種類：　　　　　　　　）

	
	
	３．病原微生物を用いる（「愛知学院大学歯学部・薬学部微生物安全管理規程」参照）

（種類：　　　　　　　　）

（感染実験　安全度分類：　BSL1 ・BSL2 ・BSL3　）

（必要な実験室安全設備：　P１　・　P２）

	
	
	

	遺伝子組換え生物の使用


	
	１．使用する

（遺伝子組換え動物使用実験　区分：P1A・P2A）

（「組換えDNA実験計画書」等の関連書類の写しを添付）
組換えDNA実験計画書承認番号（　　　　　　　）

	
	
	２使用しない

	その他必要または参考事項
	（過去の動物実験承認実績、学内の関連委員会への申請状況などを記入する）
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